








































































































































































冨:。一 、.∴ 遜 轟
一TF㍗ 私 嘉 、-7_:r
圃"
∵.ン脇 ㌧ダ 勉:.♂Fド考
,・,.。;評 弘 ご ㌧'、r』.,
∵fで:・ ダ 芸ド.黛'ぎ 無
,.タ`:沖 ∴ ・,へ 謁ぞ
∵凝 競 瀕 どピ 鞭
4綴 厩 囲.鞭 謡































































学 ノ風 申 銘 編 丈_
ロ ド つ・ ラ 匠 ら グ1先 幽 か6つ 一 、 一空 ・ 鏑 夙
一煮 齎 れ 彦一匁一啓 筒 麹 彦.廟 一輿一勧






皿 舷 誘窓 し あ ラ振
エ)劇 蔽 賜 材 、
2)ノ 《 ろ ク エ乙 てノ ラ ろ の ノ勿 禽笈 ヒ
てZド つ。 ラ ン の4黄 鼠 。
3)砺 短 環)風 ス 〈91レ ト ル の ¢則 庭一 。
4)イ λ ・ノ ロ ド ブ9〃 一ン の 彰周 場と 。
り 杉oつ 再勺 レ 一ーで バ1
フ＼ ノ＼ρ ク ト ワー メ ー ラア ー 。
6)ブ,条 、)レ _一!寸 ガし1
ス 〈9フ トtzメ ー タ ー ρ
ぬ




,孫 楼 一八 り ぞ ム 潟 汲 τ の







の%カ ロ ド ブoラ レ η 畷 ン区
ス 〈9フ ト レ の 短 履 後.弛 。
2)搬 擁 ヘ リ ウ 久 薙 履 τ噂 の 杉 プ ・ノ
ロ1ご つ。 う ノ の 沃 成 ノ 彦 ひ"ノ
し つ9ソ ロ ド つ9ラ γ のt夏 ん ・。
β乃
34
皿 一 乃,し ノ79ソU≧1ご フ9三 シ ン ノ ノで ソ
、ワ ド'フ9ラ ン の,!《 巧 フIZtブ ラ ろ
τ の 夜 成 。 夕7
にし
ユ1[-3,ロ ド『 フoラ/=ノ4フ し 一 イτ/
!才 ＼ ト リ ラ ス 。
⇔ 疲 柾 く り う 八 薙 濠 ず,¢ ド ブσ
ラ ン 乞 β47卯 〃し θ 皇 貌 急 ⑳ 蟹 、珈
tヒ ニ ヒ/r包 の 入 〈9ク ト1レ 咳 乃ヒ玉。
ミ
勾 梯 彪1及 帆 ノ 擁 擁 履 象 痛 震 で,
珍 ド り・ ラ ノLプ づ 鷲 ノ・qレ 宍 で'
励 忽!t履 の 久"ク1一 レ 獲 勉 。
二})と第 多望ニ ーZン・ τ2_ド1〈 フ9乏 〉)ノ 乞 ず ノ ラ哲「 ノ、9
・1レ ブ




1レ 後 娼 。
の オ カ 珍 ド ワ9多 ノ0老 畷 以 綾 の
及 灸、量 殺,
可 彪 象




溌 乞 圃 の 横)島 。 フ7
和 一 ヌ 多勉 砕 く り う ム 多釜 段 τ亀の
ノぐ ＼ノ ワ.ト'ク ワ ラ て/の 域_に.17い1乙 才2
τ▽-3,ワ ラ てZド ブ▼ ラ・)ノ し バ カ ロ
ド ブ・ ラ ノ 初 亥 反 禿 壷 ノ 、 。 ア8
π 一4,ロ ド ブ・ ラ ノ の あ 畷 眼 履 の











¢ ド ブ%ノ 肝,ノ ト シ ス 復 レ 今 プ ー 物(じ'
ダ,ノ ん,ワ 弓 ル ヂ し ト 裂)を 乾 乞 困 し1τ 物
η 倣 わkり 簾 タ フ 八・ ク 頑 τ あ 多 。 司 視 獅 し 施
色 劇 じ 由 張 笏 多7rに ら 男・7チ 畷}i処 岸 ε 偽 ・ ヱ い
多,じ キ の 舞 朔 硯 込 夜 溺 象 ・チ.¢ の 肴 硯 彩物
り
頭 最 ス ペ ク ト1レ レ ー 微 易 多 か ら,¢ ド プ ラ7
が 励 脳 β瞬 乙 劇 蜘 化 あ 疫 励 分 復(ヌ 納 顧)
τ 局 。 困 斜 旬竃 ・蛎 い,視 見 の 勿 塀 亀 履 娑
綾 ・未 あ 師 筋1},ω 視 物 頻 ¢ ド ブ9う ノ が ん ち 、
吸 レ}い に 履 、 姦 初 に い の あ う ・ひ 規 望.愛 ノb乞 忽
二 り の 刀・,@)い 燐 島 変 ろb一か し・η 初 ・5釦 裂 唱
魂 劒 肥 縄 嬉 卿 り・躍 う ン ラィ 破 乃b色
勇 悦 飼 の 但 篇,茄 砺1似 そ卸 η り1
∂ 航 百・磁,ラ ご一Gつ 苑 ・ て43・ ∂ わ れt駈 夙
¢・あ 》 、 耐 魔1重 垣z,ん 髪 多 ・手 、 勧 駒 の 砧
妊%錫6篭 る 抽 て い 疹 婦 ル キ'一 を 咳.
t乙 欣 ポ ろ ¢ 与 一ト リ ガ・ 一 し1て/勧 い τ 、1》 ・
2L尾 ガ フz,働 妊肋 ・ あ 工 和 レ ギ㌧ 乞 β 吃 稽 叛
し し τ,》 の 舌 ろ に 「到 司1τ い 》 刀＼ 乞 痴 う:
レ ベ1ソ 宏亀爾 シー か1斐1ア リ しー.巧 う ノチ ら,矛 可『,
¢ ド ブ・ ラ ノ が ム 珍ー一.吸 一以 づ う一.つ し 」o}・ ヱ,,レ
の あ う π 横 邑 隻 杣 ち 毎 つ ・1η か 乞 曙 ら"・ に1
庁 σ 眠 げ 屠 ら15・ 、,一 反 蔽 一切 じ1チ ー 移 ド つ.ラ ン:
の4窪 乙 笈 物,及 仙 劒 期 岸 阿 艇 か 。 レ の}
力 瑳 フ性ご籔 乞 碗 ・一 に 一も リ ノ正一一一の か 乙 萌 ら か 巳 巧 》
二 し 宏・ あ 》gL・ 人 ゴL一 葬 痢 一啄}つ 劇 毘1に,移 ト∵ フ9
ラ ン リ 赦 賃1っ η い τ 轍 宅差 誘 》,
脊 寿豆 動 醐 り ¢ ド プ ラ ン1チ,網 膜9哲.燐 頑)劒
%の 外 身 レ 吻1∫.畝5聯 痴K⊃ 務 膨.ユz一 い う 円 版
瓢 耽 廟.杣_.毎 一一ん一.脈 【頭 し,鎌 物 勧
岡9臨 磁 ・ 薇 一に 一鍋 、-z一那 一ラ 麗 幽 …
モ と
ηM列,タ づ 一瑳 ゲ_一 留に み方 動 醐 り ロ ド つ,ラ ソ1チ,i
く
履}掴 勉 外 箸 の.函多.後 簾..が 疲.彰Lτ,.外 皆 の 毛 動 ■
;
し 色 角 属 伺1二 棄 乞一.臥t,1L嗜 甑 並ノ(〈 ん ク ロ σ1
カ く
ラ ろ)の 丁綬 洋 一一に 一旛一 彪.⊥Z-・.う ⊂ 倒 士),¢.ド
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夘 ぐ η 万蘇 が,兇 何 ラ毛 軌 制(デ ズ ト ニ ン,
　
ん 〃〃・ノ・ ムρ ・富)z・'梱 臥 一 叱 斌 荊 し つ ・zろ5
呼 わ れz"》 。
¢ … ・ ラ ノ の 乾 羽 巴 ・ う 規 緬 胞 労・ 先 診 食 、
)殖1τ ,瞭 り 肩 ン 蕗 垂 擁 切・z,彪 駄 嬬:
ラ グ魑 フ ・レ け.り の 匹,助 づ'『か 歎 三 う チい 小 φ＼
斜 恥 ケ)、鏑 帆 視 難 ゆ 、獅z,。 ド ブ∴
ラ ン り 扉 に り 娠 亘 介 ・'敏 三 り 称 公 征 ・ τ1},
わ つ ヒ 乞 寄一 ヱ い る 。 牝 張,こ り}り7δ 孟 唄
墨 往 右 ξ 楚 ¢・形砺 四 る の σ 歓 刀・1切 ・7π ηz辱,、
¢ ド プ う ・ ち 委 得 ◎ を 一つ じ に 手 り 一笈 一禿・ 垂 度 ポ
　
互 ら る,砥 多勉 腫一駄 久 ペ クPレ 糊1っ 緬 夙 づ 畝 毛l
i
乞 に6),琉 の 耗 戴 一ワ ド ブ%レ.が ・鋭 鄭 肩 訓
i
。 一厩 』Z,畷 以 ス リ.旧 潮 乙 蛎 』 八}
擁 り 穿 面 班 じ …薮 観 触 砺 レ 愛 ス踊.が
{
一急 砺 か 諺 一 し 叫 ・ つ・シ ン 殉 ・肋 哨
　ノの
iz御 系 り 短 裂 乞 秀、 り一し,国 呈 η 計 う{し ・チ 》 ・i
縮 暇 一・.祠 り 酬 り 媒 ・し.舷1に 一}
も ・ ¢ あ 》 。 娩 象 ¢ ド ブ・ 駕 ン が 泓 を 吸 峡 急 ン
ヒ,ノ 、∴ ノ ¢ 一 ・37い 吻 危Z・ ・1一 歪・諭 》 犀 藺1
、図2
ロ ドプ シ ン(49ヨ 照)
















」+K .o》o●cパ ラ"ド プシン(465図3》
.1く 葺,q》5℃
オ旨些番ランス形レ沖rル(337皿 司 ÷オ7シ ン
6)
,ウ ラ ロ}ご フoラ ・ ン の 、旦 色 過L牙 亀
直 猪.でq云 怠kて いるの14、 熱 玖 和 、
多夜 釈 ♂・元 鏑 ℃ ・ヶの1で 先 賄 ・。
耗 」旗 肉 にデ.ゑ 甑z覧1るOl↑ λ滴似
謬 組 の 痘 捌 の 轍 庵1て 、 勘 雇 疫 以 エ
で 反 太 穿 藍 右 彷 》つ覧 斥lzい 診。
6ヒ
枷(マ 間 荻 延)1〈}欠ZL」 巧 う し%る ラ4～Z乞 ヒ 。
乙 の 曙 向 ゐ先r}苑 穐 一か 赤 つ δ わ1し ・ ¢Vゲ 多)1
チ リ 七 纂 飛 ξし に ・吸 ン戻 穿垂 起 乞 箱 ・つ(ノvソ ク12三
・,フ ラ フ ト)。 轍 か う ラ ¢ ド つ.ラ ン り 招 い
ト ニ ノ 物 ㌫ 纏 乞 疲 枷 匠%呼(ア8仁)Z・ あ 殿 輪
り
令 う 弓 、1つ チ リ 洗 勉`凸 ＼ 乞 ・ 兄 り 版 ・ 纏 々 り
勧 嘲 の ¢ ド プ う ノ ち 疲 梼 雇 家 楚 葭(ワ ワk>z"
ム 翼 先 、 ② 右 比 《 ◎ 参 二 漁 穿 乙 網 黒裂 岸 つ 喝
喫) .、
駈 献 彷 》4㌧ が 赤 くり ↓k仁9〈 ～ ら1つ ・ し ー 灯 ノ
ワ つ1リ ラ 父 に.歪 り,庵 姥 ② キ 駈 《 つ う づ し
ゆ ヤの
び・ 昆 い 歩 づ 畝z,壕 狸 鯛t¢ 褒 喧7を 歪一 咽 妊 多し あ
る つ 一し 刃〉 痘敦 か め ら 吹 ち ・
6)ll3)
1介 し,徹 耳 絶,霊 拶 し 癒 酌 昏,う ク ¢ ド
ヲ%ン 乞 雍 燐 へ り 卯.多 舷(妹)ガ 後 る あ
一
¢ 望 靴 栃 る し」 ¢ ド っ・ 多 マ チ ソ ¢丘 ン}た像 欠 が 髭
ヨ娩 し 一い 嫉 冴り ゲ 獄 励 。 し ε ち 見 し し ・
んtz,吃 り ん 叢%一 乞 ¢ ヂ ソZレ ・ プ シ ン し 身
釦 に9ψ 。・ ・/巳 一%ン 臨 餌k・ 汰 久 の 娩
度 で・1▽ ソ ¢ ド ブ9つ ノ1つ う受 ハbく り7か ら'ド'ッ
ワ ト っ♂ う ノ を リ セ ㌦ に 肌 じ る 穿}冨 扉Z'あ ろ わ
?し 梅 匿 る 戯 た,陶 ・ し,ワ ド プ ラ 」 を 魏 梅 へ
り ウ ム＼ 薙 ゑZ・ 煮 乞 あZ・ 望 一 掬 訪 う し,ノ ぐ フ 区 ド
ブ・ ラ.〃 脈 《V,し プ ・ノ ¢ ト・ つ・ ラ ノ σ 欠 怨 駈
ガ＼}ノ7男 ・ フ ア⊃9多 尾[じ ワ9・ ノtzド ブQラ ノ の 駈
《 つ 髪 御 ぽ 、手,1… 彫 ド1フ ・ ラ ン ・ 兄 帽 。 く
リ ベZ非 庫 し,1、 ろ く ノ し プ ソ 肱 ド プ ラ ン 乞 あ
耀 施 づ う し,バ ・ノ ¢ ド ブ・ 〉 ン し 愛 ろb、 ヒ ・ し
の 計 り ℃,し ク・ ・ノ ¢ ド ブ9ラ ン 奇 ・ 旦 ド つ9う ン
の に 多重.掬 婚 ヰ 蘭1秀 し 、・ う}'♪,綾 柾 八 り ウ 八
簸 勘 づ お6》,¢ ド ワ・ 〉.刀 副 ん 竃 瑚 り 翫 り
　リ
アδ 極 後 乞 寄.1πql)醐1守 一,し つ・ 〉 ¢ ド プー ラ ソ
σ.¢ ド プ う ン.の 副 ゐ 鼠 糊 τ・ あ う 一召 ろ ソ ¢ ド
プ ラ.か ら 駈 へ 誘 を 危 鑑 瑚.亦 先 知 虹 与 ・・ 珍%
ん に ・
6ヱ 、 碇 東 矧 」 確、 の 初 堀 墨 昇象1千,¢ ド ブ9つ ン
の ㌃ も 田 し 今 ブ ー パ リ,あ1二 」 多 ラ7・-1一 ラ
　う　
・ ン 久 瑠 轍 ス巴 に
一千,z妬7る し一 んzら れzき に ・
}、 の 榴 贈 知 島,σ,・ 彫 ド ・・ ラ ン の 溌 ち
、郵 守".ラ ス 、 今 プ.ル 安 励 が,鬼 孟 色 ゑ
駒 ・街 獄 ・1レ ト ラ ン ス レ 今 づ 一1レ レ7・ ハ9フ
ン換 勲 ・ シ ン 勿 あ 》,Z)蝋 励 〃 一 ヲ ス レ 今 プ
.レ 庵,九 じ 壬 ・Z,切 一}レ ト ラ ン ス し 今 ヶ
一 ル じ 頭 ・/郷 じ6甑 う 、 多)肱 ド ブ・ う ン の 〃iあ
痩 醐 し ん 元 ラ 畝Zl… ワ ド ブ・ ラ ン 眠 ¢ ド ブ・
ラ レ チ9雀 家 農1。 畷 喉 極 侭 乞 箱 ら,功 ち 畷 ち
骸 卸 吹 危 い 一 四 叫 』フ9う ン の 吻 煽 転 臥
,べ 〉 ¢ ド ブ・ ラ ソ り 魔 色 田 が.孟 々 ビ ブ ー1レ ト
ラ ・ 久 レ 今 ブ ー1レ τ・ あ}レ 鳶 る 、}、1で 嗜 弘 朗Z'吃
う っ ヒ 刃・ ら 宅 わ 玖 て い ヒ 。
向 、 し 、 撮 臨,σ づ{刀 ソ ド し.て ・ 一 乞 田
い北 民 腋 継 ら.一 潔 憂 丁 り リ ラ の ド ・ ・ γ フ・ シ
ン の 「美 へ η〉,¢ ド プ ラ ン ん 畷 以 咳,占 ウ9つ 称
以 丙 い 吻 、 チ形 庫 ・る 髭 ・ 賄 画 丙 τ・翅 つ を つ一 レ
∴ 鯛 聴 舷 復一」乙引 一・ノ レ ーフ・観 賜
ら 時 つ 冒 四 が鱗6ゆ ∴ 硯 見 蜘 堀 聾
、
、 、
のrラ/フ ＼_ト ラーフ_/ス 望[一一ノト摯三_ス仏r宕 努二」r=二_灘 二_r研 一ナコ＼、'牙!之 一し=アー唖 刀＼t二〕「
ら 飯 τ 。 を 。 る ら 巳 一一.一 し フ・ ソ ¢ ド ブ・ シ ノ の 亀
泓1↑,右 し,一 二 の あ 竃 賜 ガ 珍 一 ・ つ ノ の 甲 阿
纏 τ・ あ7ア 励,畷 シ1肱 一 く・ つnレ 名 説 爾 り 一を κ
めtち.恥 も 彫 ス ー ト 殉 緩 転 凶い 人 外 の メ
タカ ラ ズ ム.ち 充 る 疹 駒 竃 亦 医 じ て く 磐,,
L・人 二 リ ニ し 力・9,視 見9劒 期 勘 乞 、 賄 に,
移 ド ブ・ ラ ン の ん π 《・初 囎 垂 程"メ 刃 ニ ズ 訟 ゑ
%乙 》 次 ガ,じ フ・ ・/μ ド ブ・ ラ ン の 媛 制 σ 重 丸
ガ,ん れ か 、 炭 狸 鋼 π 甲 面 楼 τ あ を か じ う0・
乞 級 え り7二 し σ 重 酵 砂 あ う し%乃 κ,右 し,
じ グ ソ ワ ド ブ・ ラ ン ガ 反 擢 劒 に 重 喀 ・a曙 面 続z・
あ 脈 ・守・＼,双 の 殊 ゐ㌣Lラ 商 形tZい う 【査 ず τ・ あ う,
、)種 マ の 勧 陶 り ¢ ド ブ・ う ン か ら 夜 成 勿 乞
の 網 輪 【砺 い1び1視 繍 包外 皆 の 憩 賜
殺)ズ 脹 《 誘 》 ・
lli)医 狸 鯛 薙 霞 τ・ 肱 《 つ 》.
美 記 の 司 能 族 乞 廠 密 り 》 庭 め,禿 石気 啄 で ・}、
蘭 絶 類 、)入 刀 の ¢ ド ブ9ン ノ6・ ・Z,6プ'1
ヘ
ワ ド ワ・ り ノ 介 飯 《 り 》 一 の ↑,で 修,も し 反 族
り 》 の7手 一ら,坂 獲 鯛 彪 魚 ¢・ 七 帳 撚 妨 ち マ 削 残
与 り か が'・言固 べ ら 拠Z。 一
秘 卑 り 頑 位 一一 土 じ1を,オ 刀 ゆ ド ブ・ ラ ン 多 制
リ シ ゆ ド つ・ シ ン し 画 後,刎 窪 く り う ハ 遍 震 ぢ'1
須 乞 名 照%り 担,じ フ・ ン の'フ ・ ク ノ が 圧 成
り 》 つ し,及 び,乃 刀 ¢ ド ブ・ ラ ン4・ り 級 癬 八
9リ ム.猛 履 ¢ り ゐ π ん1が 子 し め ら 戯z・}。
彪 堤 の 適 皿 一2旧 季,し フ・ ソ 私 ド プ ラ ノ が
規 矧 巳〃噺(娼 フ ¢ σ・列 〉 の 麗微 扱 励
反 武 誘 》 っ し が 赤6甑 て い 》,
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の 荻 震 吃 且 移 二 し が 寳、 ㌻ 畝 に 。 ラ に,杉 ワ・ ・ノ
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の1削 の 衣 昇 ル ギ/髪1守,獲 砺 励 忽 、勿ミ 髭.し 碁 底
菰 匪 し り 朔 の ≠ タ ル ギ/差 の 豹)をZ一 あ ラ か ら,
㌍ 励 惣 孤 庭 ↑ ら 撮 低 痢 惣 孤 態 へ 笏 吻 》 藍5'
{祝 薮 修 励 忽 派 施 か ら 甚 底 娠 態 八 弗 勿 各 昆6
}り 穴 乞 い し%.る ら 淑 うGlに で"7ZL二 の
直 い 琶 苑 ゐ う メ'蓄 ノ巌 σ ノサ 券 い 。 以 二 リ ニ し か
ら}バ ソ ロ ド ブ・ ラ ン の 氏 蕨 の 頭 肥 獣 の 函 いr},
タ/
両 ゑ リ ブ つ・ シ ン 横 並 の 盗 い,可 〃 わ ろ,5♪o
補 乞 巌 が 穴 乏 ・、 。 更 蕨,づ つ・ ソ ・ ド プ ク ノ か
功 κ ソ 皿 ド プ ラ ノ 八 の 須 私 ラ級 震 σ,η ク τ・%
r,乃 力z亀 璽滋kτ`'勿}ガ ・ ら,琉 れ 境'必 の 楚 屡
τ の 皮 ん 旦 彦'ガ 同 じ し 版 彪 嵐Z,両 彦 の%転
ノ込 修 田 工7}レ ギ ー の 防 乞 勃 葺 巧}レ,
殉




・㍉ 一ム廓 二 貯 ノ〃 子 一 手 △6物
し1弓,両 漁 り ム♂ η 彫 力・悌 羅 ¢弟 滅 リ 玄 っ
し 阪 彪 り り し,.ム4彬 二//勿6〃 イ`所4)z・ の 多
か ら,ム ダ ワ㌧7%〃r/し 〃 う,二 玖 ア ワ,昂
いエ
矩 τ切 ウ ラ の ノい ノ ・一ド ブ・ ラ ン の 圧 放0爾 淀 駁,
σ6,ヲ プ コ 彷 し一家 め 一ら 鶴 一庭 際 の 戻 蔽 耗 梨 左
.刀'1チ ワ 観 曙 勿 多 つ し が『②・ き 釜 。
一 秀,ド ソ 旦 ド つ・ ラ ン の 蹴 雍 の 薦 紀 数1豆,
タ フ1・ 吻4蘭 の 繊 彪 慶 必 ヵ・燃 硯 オ 乏 η い の6・,
翔 伽 し 夙 い κ 票 郁 訓 、災別 の 稚 類1貸 ・Z駒 蟹
ろ 弘 る し 危Zり 戯 るQグ ギ ト ニ ンr矛,Zフ τ)ム0
κ アr伽 知/ク ρ に く ウ バzぐ ハ1レ ド7淵 個 刎 ま
創 τ 勿 る9例 乞{び'}iグ ギ1一 二 」 τ 物 膨＼11乞 菊
プ ラ ノ 臨 〃 し ラ ズ レ 今 ナ ー ノレ し 髭 在1乙 ワ
ブソク
ド ブQラ ン に 颪 影 巧 》 が ・ooムo・ ヤ ア万 伽 ル/oo
で 矧 瓜1に ・オ つ。 ラ ノ で1千.鴎 駈1丁 超 二 弓7万 、、σ
署 に,・ デ ギ ト ニ レ/ぞ4由 歩1ヒ ニ てZド ブ9ラ ン の 乙Zフ
ガ1ク 馳 矧 驚～〃ト 暑7を 超 看 ラ吏 厳.研 三lz劉 紀lt乙P
タ ノ し
に!そ 董}透!、 、olT乙 力、い っzノ ρ0～L∠)/て グ7-r'治 ク〃)ピ ー/ρ ρ
¢ 鰯 弘1尾 ロ,ド つ・ ラ ン か ら 坂 φミ 、 仁 バ'・ ノ ロ ド
つ・ 乞 ソ の 賄 咳 循 泥 数 σ,昭 郁 糾 乳 別 η 劾 壕 ¢・
短 く7下,乙 い 》 つ し 刀・矛 担 匹 帆 を 。 反 像,カ
エ ツ の 斥爾 蔽 てギ τ 劉 庭ltノ ぐ ・ノ 巳 ド ブ ラ ン リ 晦
　ノ
壌 爾 ・紀 叡 σ246エ45プ ノ 矛レ ガ ノ 乃 刀 亘 ド ブ ヲ
ン ヱ・ 家 め らd・ しr二 も のIK二 丘⊃ 、、 ρ.
〃W-4,一 騰 危愛廼に,
/フ いZ
以 虹 り 耗 象.し%像1・ 二 楚 η・ 、、 て,ワ ド ブ。 ラ ソ
でが＼ ら,t二 ⊇ でプア9＼ ノ て=≡≧_ト ー'フ?三 ラ/=ソ=垂 三_こ 乙 一7Z,ノ へ}、 、ノ1=2Lド 、'
つ%ン}τ の 構 遅鍍 私 の 毛 ブ'ル を%乞 多 。
ワYフ ・ ラ ン の 恥 色 司 σ,フ ・ に ト ソ ろblZ,
〃 一 ラ ス レ 今 プ ー レ ラ ・,フ 遊 楚 ず 勿 ・ノ,杉 ワ・
・ノ 巳 ド ブQラ ノr手 ,冒 蒐 フ9¢ ト 》 ス仏tZ,〃 一A
ラ ン ス レ 今 イ ー レ ラ ・・ フ 燈 差,ド ヲ 巳 ド ブ・ シ
ミD
ン1チ,つ 。 てzl一 ソ スヒ」lt,〃-1・ ラ7ス レ ケ プ
i
烈 レ ラ ・,フ 姫 笙 ¢ 吻 方9寂 灸 降,ロ ド1フ ・ ラ ノ
!一 さヲ
.ピン_フ9、/〔Zト ・ フ9三 シ ニ/一 一rン ノーベ 、/τ 乙 ド・ フ9三/》//＼ Σ〆 豊
、 也・ 。
ワ ド フ9ラ ンー.か ら じ つ9-一ノrZド つσ ラ ノ!＼1千,奄
色 劇'が 先 云 ヌ ル ギ ー 乞 一畷 戚 し,〃 一 ラ ス 復 か
ら 〃 一 ハ ラ ノ ス 型 パ り 望 ノ陵 廼 ガ 起 つ り,境 脈
:洞 角 巳,ラ ♪ソ つ 娩 毎 往.脱 フ吻 ト ン 肥 ガ 忽 二
箸Q跣 の 綾 ノ ク ン ノ、・ フ 復 の 瑞妃11、7万 彼 施 が 超)o
り,ラ ・ソ フ 姫 一彪 が 函 イ ¢ー ト ン 旭5戯,ノ い ノ ・
ド ブσ ラ・ ン ガ 坂 威 切7。 一
タ《
〈～Z'じ つ(7・ ノ 巳 ド ブ9つ 」 ブ1、Lフ ノぐ 〉 〔乙 トい!フ9ヨ/
ン へ の 吸 仏 り 蕨 の 綴 乃.7δ タ ノ ノ.・フ 獲 憐 髭 の 変
オ踊 彦 髪1庭 、1,
弊 矩 で の6・ 嬬 ケ し 一 ザ ー フ ハ リ ラ ス り デ1
-9グ5家 顕 仁 ム ダ σ 〃 〃・ θ,一!Z・ ・ あ 多9し フ・
〉 巨 ド ブ9ラ4〃 ら ハい ソ 陰1・ い プ ク ン ハo及 施z"
η 童 御 禾 箆E彪 乞 う 乞,ラ ・,フ 簸 差 グ フ・ ¢1一
ン 彦 復 げ 取 う κ め1つ σ・,フ ・ 〔zト ソ の ろ咲 亨 ラ我 控.
と ラ ・ソ フ 遅 髪 》 り 繭6広 扉 納 万 伽 伺 が・ 疹 σ 此
〔ヂ亀町 ・5い 。 つ チ リ,毘 脅 荻 髄 り 叉 ン ト ・ じ・
一 【ひ ,り ・ ・ノ 旦 ド ブ・ ラ ノ 荻 遮rリ'1.5・ 、 し 急
幻 玩 薦 多,!た が ・Z,%・1更 私 云 ン ク1レ プ ー
(胡 つ σ ムダPノ 右 さ ら に'1・ 歪 ・ し 茜 乃 ら 涯
る・ σ 手r乙 ノ 亭フ シ ¢ ド冒 フ 。 ラ ソ 「ヒノ ム ブコ ワ ド'ワ9う ・ ン
の ゑ 吸 以 綾 の 及 勾 が 祠 しい一τ あ}7ア リ,レ つ・ ・ノ
ハ
¢ ド り9ラ ソ か ら.漏 ゾ ワ ド プ ラ ソ 〈 の 玖 沁 σ,
1
叡 自 ∠"一切 膨 ソ 御 レ諏 ・ ワ3- 一彦 愈 湾 笈 ゐ
で あ 》 ㌧%乞 の 拠 を 。 一
二 の ・Bい 訳 知Vイ ㌧1} 一、 湧3卵 鯵 腿7.
}断'㌧ 癒%乙 診6・ 祝 喝 τ・1つ 飛珍 づ ガ2・ し
死κ 刎・し フz,レ 身 ゴ ー 】・ 魔 色 団 の}わ り リ ヲ ミ
ノ 薩 微 差 の 一 獅 が・,ぺ っ・ 穿 ド顔 ズ 彪 の 獄 控 に
島 裂 稽 赤蹄 ン ラd随 、5-1も,τ 鱈 ラ司 》1
云 ヌ ル イ㌧1つ 組 当 訪 う し 形Lち 戯 》 。 レ 今 プ
引 レ 聡 色 囲 に ク・ ワ ト ノ ゑ 豚 等 客 包 ち づ 三 ノ 鮫
誠 差 匪,イ ス1・ ・ う ギ ン 蕨,グ1レ タ ミ ン 蕨,じ
ス 身 グ ノ1rビ τ あ 告 。4つ 。 ク ノ 奇,7h姑 か ら
が ・ の 楓 ¢覧 レ 今 つ 一 》 し 能 危IZ・ ド ブ・ ラ γ
ラの
{6餌 駅 可 》 ↑ ら,二 のr旬 ぞ つ・ ロ 、・ ン 犯17い
る 撚 甚 し 、 四 で,杉 ス 今 ブ ソ を%乃 箸 の が ・辱
当 で あ う 。tに ガ,Z'レ つ・ ・ノ ワ ド つ・ ラ ン か
ら バ∵ ノ ・ ド ブ・ ラ ン 〈 つ 重 泌tか し 久 ケー一ブ ソ 城
獲 の 回 転 を 契 職 に,レ ケ プ ー レ シ ・ソ つ 娩 甚 眞
に プe .ト ▽ 切・物 劒 ◎ を つ 一 つ 手 り,ラ 巳 忽 ニ ヒ
困 ポ るL希 乞 ら 医 各, .
トを
ワ ド ブ・ ラ4の 繕 畜 爾 σ フ・ ¢ ト ー 凶1ヱ い 》 ・
が ・ 。 の つ・ ¢ ト ン1御 ¢ ド つ・一ラ ノ ガ咳 威 誘}
し 乞,逸)厩 の4三 ノ 蕨一ヲ戎 差 刀・ ら 豚 宅 う 弘 化 も
の τ あ 多 。 賜 も し 同 縁 の%乃 あ 公 、 フ・ ¢ ト ノ 『
飼 物 渦 を 弓 三)碗 然 老 σ し 久 今 ラ・▽ τ あ ろ
一.～/一.
うb%Lら 嵌 舌 り,
ワ ド フ9ラ ン に フ・ 旦 ト ン 乞 豚 弓 栃 る6ス 今 ブ
ン 薇 薩 し,ド ソ ロ ド ブ・ ラ ノ に つ・ ¢ ト 」 を ス課 与
づ ケ む の 傷 研 じ臓 葎 を のrあ ろ わ か,
刀 狙 レ の 網 熊 ち 嵌 。Z,ロ ド つ・ シ ン か ら バ
・胆 ド り%ノ の 度 弛 τ ,屋 物 忽 趣 ろ 毛.メ ン
ト の あ 伺 而,匠 閥 偽 に 狛2θ 。 度 砥 勿 》 二 し か"
耽 紬 ヱ い 乱 姦 動 臼 ・、ノ 戯 プ シ ン レ
1・ツ ロ ド ブ・ ラ ン の 壷 物 娠 修5τ 一 メ ツ1・ の 勿
滋フ・
伺 、7同 じ τ あ3r⊃ し1が 鴨病 灸 刀・ 切 ら 甑 フ.u多oし
化 が,Z,ワ ド プ ラ7・ か ら じ ゲ.ソ ワ ド つ・ ク ゾ
岡 暖 勉 τ'…e∵ 伺 ノ ン 獅 苅卸 動 姻 狗 し
づ を し,ラ ・ソ フ 娩 募 の 亙 属 多1豚 り 謂 勉 働 り
み,つ の 耗 裂1を ノ フ・・ ト ソ を ろ狛 づ 》 じ 久 今
デ ノ 繊 葎 σ 動 う 二 し 診4、 峻 、 毛 い 各 。
短.陶,¢ ド り9一ラ ノ の ゐ 畷 収 履 の 反 喬・ メ 刀 二 ・
スい 八1守,蓬 レ4のFうiニ マーーし の るoし か・ τ き}。
・ ド つ%一 二 ち が あ北 る レ レ 今 ゴ ー}レ 溌 色
函 が 励 忽 ろ 戯 を 。 励 惣 娠 態 宏 一 〃 一!2の 久 璽






















¢ドりqランの 劣」偲 跨及アビ和 笈再血 秀裂
タ7
タノ
¢ ト ノ が じ ス 身 ゴ ノ 微 楚6物 働 つ 多 。 つ の レ
の 一}レ 鳶 色 劇 の 動 脳 蹄 群 η,z,菩 わ り
の タ ン1＼9フ 蔽 並 ガ咳 阻 し,廃 乞 因 囲 痴 つ あ, 。
1℃ も7)1っ の し フ、 ・ケ グ ソ ラ戒 募 イブ,ん6し の 欠 賓
柔擁 が'棚 甑 毛,ラ1麟}二 回 脅,し κ 吻 、、 フ沃 挺 一 二7矛
3。 つ.脈 が・ し つ9ソ プ沃 態,公1あ う わ 。
琉 り 復Lし ス 今 ブ ン 菰 募 り 祠 紘 控 惣 。 リ,
レ 今 づ 一v登 色 函 の ラ ツ つ 娩 楚 久 く の プ 巳1一
ン 物 動 ガ 忽 つ り,坑 戯 に チ ソ,殉1・ ・ 凝 卑 衡
城 負玉 一zあi》 ノ寸・ ソ ワ ド つ・ シ ン が 域.成/万 を のz)わ
あ り 。
_以 一眞 の}わ に1ん じ 千,Zワ ド ブqラ ン に 鵜 ～1
麺5敵 箸 及 ゐ σ,レ 身 づ 一 ル 発 色 因 の シ ス ー
ト う7耀 版 脇 ・ ラ ッ フ 薙 勧 κ 偽 匁1劉
あ,化 つ・¢ ト ン の ぢ 一三 ♪ 薩 鍼 差 八 の 顎勿 勧 で あ 、
1那 纏 づ 面 ・ 二'幅 の 妖 乙 チ ・ 乙 ・ ワ;
ド ブ9ラ ン 海 争 内 に か 婿函 ガ 脹 じ・}し 同 鮪r1;
4/1・ ・ り あ 多 呼b尾 萄 の 吻 敵 ガ 脹 ジ＼ 痴 を り1
肩 ア繭 鹸 杷 ガ 多巨 惣_崎 じ%乞 軌i
含 。 かz,っ の あ 多 の 癒 島 知bが ・,熊 酬 立'
タタ
の 発 駈b関 膝 ◎}、 腰 り 乃 肩 ノ 丞 面 ・kの 疲 杣




癌6手,Z蘇 艇 そ 砥 る ¢ ド ブ・ ラ ン の 楓 瓦 痩
凪 左 調 べ 多 自 鋼z・,
生)¢ ド フ・ ク ン の1彼 鷲 八 リ う ム・ 多緩 段 ¢ の 急 π ん
を 秘 彪 畷 吸 ス ペ クhレ 苑 ¢・,
ユ)涕 彪 レ 復 薩 匠 寡 撮 復 τ・の 先 友 ん ε じ・ づ 条ケ,
屋 び',す1矛1∫ レ ー で㌧ 外 ト リ ラ ァ、 菰 ¢・
衡 厚口 に,
又 の 稀 吼,
↓)薇 鷲 く リ ウ ハ 姥 簾 ブ ワ ド つ・ ラ ノ(λ 物 豚 〃
の〃 ク,及 春",!ヲ ろ ソ 切 トい フ。 ラ こノ(λ 劾〃ヒ ノ472
〃抑1を 乞 態 珈 切 》Lノ じ つ9ソ 珍 ド つ・ ヲ ン!(
踊 漱)4%伽)し/、 ・ ソ に ド『フ・ ラ ン 〔 λ'燃 ∫鰯4
刎η ♪472っ の マr研 梼 ガ"コ美 ヲ奴 、r乙Q
勾 じ つ。 ・ノ ¢ ド フ・ つ ソ レ ド ・ノEド'フ9つ ノ 荻 に,
迭 乞 畷 眼 ・巧 う し,ロ ド プ ラ ン し ・9ろ ソ ーIZド
りQラ 、ノ に 愛 ろ込1尾 。.
3)仁 ワな ・ノ ¢ ド つ㌧ ン σ,3坪 以 眞 の 絶 葭1二 是
イ9/
の ら ウ＼ る し κ ＼ノ ロ ド プ ラ ン1二 疲 娼 匙 ヒ 。
4)6プ ソ ロ ド プ ヲ ソ,パ ・ノ1zド ブ・ ラ ソ1千 、 網
膜 の 腺 あ 謬,つ 吻 多 〈 ろ ク 巳 じ・ う ろ マ η ¢ ド
ブ・ ラ ン 乞 危 蟹 恥1ヒ レ 垂 毛 嵐 《1乞 。
夕悌 彪 τ ¢ ド ブ・ ク ン 彦 じ吻 紡 ノ・・}レ 久 で 励 移 う
多 レ,〃 プ づ 殖 以 内 じ,し つ・ ソ ロ ド ブ・ う ン
の 坂 叛 乞 条 勿,4力 伽 の 畷 光 ゑ の 遡 孤 が 冴
ら れ,兇 の 綾,狛 夘 ζ・コ 紡 の 賄 屍 徹 τ・、 バ
・ノ ロ ド ブQラ ン の 使 《'を 添 働 女女ρ〃〃・ η 畷 あ
彦 の 噺 吐,4ラ ・卿 の 吸 あ 励 か ケ が観 劉
ろ 颪 に 。 つ れ 肩 ・♪,¢ ド ブ・ ラ ノ り イ 生 名'
震 物 σ 御 ・ ・ノ ・ ド つ・ ラ ソ τ,ん 眠1卸 亡 〉 ・
ド ブ%ン ・涌 離 続 劣1あ 争 レ 脅%偽5此t,
6)鍍 砕 く り ウ 久 楚 履 ¢・ ¢ ド り・ 多 ソ 左 杉・ づ 雰ケ ノρ
1レ ス ↑励 忽 誘 る し,菊7ρ プ コ 彷 の一%屍 徹Z'覧 、
h}
じ プ ソ ロ ド1フ%ゾ の 駈 八 乞 斥 か42ノ 卿9}
{
畷 ゐ 彦 の 躍 伽 し,84ノ 伽0畷 あ 後 ∂ 菰 ・狗 糊
観 須}歪 颪 £ 。 一
▽)婦6の 舵 兇 分 砺 ロ ド つ・ ラ 」 刀・ り6ゲ ソ 旦
い つ・ う ノ 〈 の 量 移 む・,を 色 圃 τ・あ る ノ ブ・ロ
/〃
ト ン 肥 レ 鱈 一1レ ラ ッ フ 妬 髪 り,ラ ス ー ト
ラ フ 超 ・k杷 レ つ彫 ト 劫 勿%ソ へ り
籾 多ヵ ガ 忽 っ 。z＼1を し 雅 啄5臥 た 。 手 ヒ,
じ つoソTZト い つ9う ・ 『こ/てPリ ハご ＼ノ エ2L}・ い フ9三 ン ン 八 の
愚 得 臨 廃 色 団 レ 今 づ 一 レ フ ・ フ 薙 薩 り 酔
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